第 十二の 夫人 は 語る。 

「 今晩は 主 人が 出まして お 話 をいた す 害 で ，) J ざい まし 

たが、 よん どころ ない 用事が 出来まして、 残念ながら 

俄かに 欠席いた す ことにな りました。 就きましては、 

お前が 名代 に 出て 何 かのお 話 を 申し上げろ という こ 

とで ございま したが、 無学の わたくしが 皆 さま 方の 前 

へ 出て 何も 申し上げる ような こと は ございません。 唯 

ほんの 申し訳ば かりに、 どなた も 御存じの 『剪燈 新 話』 

のお 話 を少々 申し上げて 御免 を 蒙ります。 

わたくしどもに はよ く 判りません が、 支那の 小説 は 

大体に 於いて、 唐と 清と が 一番よ ろしく、 次が 宋で、 



しんよう どうき ぼたんと うき 

ますから、 今晩は そのうちの 『申 陽 洞 記』 と 『牡丹 燈記』 

ば きん 

の 二種 を 選んで 申し上げる ことにい たします。 馬 琴の 

いぬかい げんばち こうしん ざん 

『八 犬 伝』 のうちに、 犬 飼 現 八が 庚申 山で 山猫の 妖怪 を 

射る 件が あります が、 それ はこの 『申 陽 洞 記』 を そつ 

くリ 書き直し たもので ございます。 一 方の 『牡丹 燈記』 

あさいり ようい とぎ えんちょう 

が 浅 井 了 意の 『お 伽ぼう こ』 や、 円 朝の 『牡丹 燈籠』 

に 取り入れられて いるの は、 どなた も 能く 御存じの こ 

とで ございましよう。 前置き は 先ず このく らいに いた 

ほ，.？ もん 

しまして、 すぐに 本文に 取り かかります」 

申 陽 洞 記 



しまったと いうので、 李 も 途方に 暮れました。 さりと 

て 再び 郷里へ も 帰られず、 そこら を さまよい 歩いた 末 

に、 この 国に は 名 ある 山々 が 多い の を 幸いに、 その 山々 

の あいだ を 往来して、 自分が 得意の 弓矢 を もって 鳥 や 

けもの 

獣 を 射る の を 商売に していました。 

「自分の 好きな こと をして 世 を 送って いれば、 それで 

結構 だ」 

こう 思って、 彼 は 平気で 毎日 かけ 廻って いました。 

せん -., こ、 --け 

すると、 ここに 銭と いう 大家が ありまして、 その 主人 

は 銭 翁と 呼ばれ、 この 郡 内で は 有名な 資産家と して 知 

られ ていました。 銭の 家に は 今年 十七の ひとり 娘が あ 



聾 はよ く 走る ので、 なかなか 追い付きません。 鹿 を 

たとえ 

追う 獵師は 山 を 見ず の 譬 の 通りに、 李 は 夢中に な つ 

て 追って 行く うちに、 岡 を 越え、 峰 を 越えて、 深い 谷 

えもの 

間へ 入り込み ましたが、 遂に 獲物の すがた を 見失い ま 

した。 がっかりして 見 まわす と、 いつの 間に か 日が 暮 

れ ています。 おどろいて 引つ 返そうと すると、 もと 来 

た 道が もう 判りません。 そこら を 無暗に 迷い あるいて 

しょこう 

いるう ちに、 夜 はだん だんに 暗くな つて、 やがて 初更 

(午後 七 時 I 九 時) に 近い 頃に なったら しいので す。 

むこうの 山の頂き に 何 かの 建物が あるの を 見つけて、 

たど じんせき 

ともかくも そこまで 迪リ 着く と、 そこら は 人跡の 絶え 



がて その 一行 は 門 内へ 進んで 来ました。 二つの 紅い 燈 

かしらぶん あか かんむ リ 

籠 を さきに 立てて、 その 頭分と みえる 者 は 紅い 冠 

ほう つく え 

をいた だき、 うす 黄色の 袍を 着て、 神 坐の 前に ある 案 

に 拠って 着 坐す ると、 その 従者と おぼしき もの 十 余人 

きざ はし 

はおのお の 武器 を 執って、 階段の 下に 居 列び ました。 

ぎよ うそう 

その 行粧 はすこぶ る 厳粛で ぁリ ますが、 よく 見る と、 

かく 

かれらの 顔 かたち はみ な 蒼 黒く、 猿の たぐいの※ 〔# 

「けものへん + 矍」、 261-12 という もので ありました。 

さて は 妖怪変化 かと、 李 は 腰に 挟んで いる 箭を 取つ 

て、 まず その 頭分と みえる 者に 射 あてる と、 彼 は その 

臂を 傷つ けられて、 おどろき 叫んで 逃げ出しました。 



ざ わらいながら、 李 は 壁に かけて ある 宝剣 をと つて、 

犬猿 小 猿 あわせて 三十 六 匹の 首 を ことごとく 斬リ 落し 

ました。 

残る 三人の 美女 も 妖怪の たぐいで あろうと 疑って、 

李 は それ を も 殺そうと すると、 みな 泣いて 訴えました 

「わたくしども は 決して 怪しい 者で は) ございません。 

不幸に して 妖怪に 奪い 去られ、 悲しい 怖ろ しい 地獄の 

底に 沈んで いたので ございます。 その 妖怪 を 残らず 亡 

ぼして 下さいました のです から、 わたくしどもに 取リ 

ま し て あなた は 命 の 親の 大恩 人で) J ざ います」 

そこで、 だんだん 聞いて みると、 その 一 人 はかの 銭 



に 出口 を 教えて くれ、 礼物な ど は 貰う に 及ばない。 た 

だ この 娘た ち を 救って 出られれば いいの だ」 

「それ はたやす いこと で w J ざ います。 半時の あ いだ 眼 

を 閉じて おいでな されば、 自然にお 望みが 遂げられ ま 

す」 

李 は その 通りに している と、 耳の はたに は 激しい 雨 

風の 声が しばらく 聞え るよう でした が、 やがて その 声 

が やんだ ので 眼 を 開く と、 一 匹の 大きい 白鼠が さきに 

立って、 豕 のよう な 五、 六 匹の 鼠が その あとに 従って 

いました。 そこに は 一 つの 穴が 掘られて いて、 それ か 

ら 明るい 路へ 出られる ようになって いるので、 李 は 三 



この 元 宵の 夜に も燈籠 見物に 出る 気 もな く、 わが 家の 

かど 

門に たたずんで、 むなしく 往来の 人び と を 見送って い 

さんこう 

るば かりでした。 十五 日の 夜 も 三更 (午後 十一 時 I 午 

前 一時) を 過ぎて、 往来の 人影 も 次第に 稀に なった 頃、 

りょうね 

髪 を 両輪に 結んだ 召 仕い 風の 小 女が 双頭の 牡丹 燈をか 

かげて 先に 立ち、 ひとりの 女 を 案内して 来ました。 女 

あお あか もすそ きもの 

は 年の ころ 十七、 八で、 翠ぃ 袖、 紅い 裙の衣 を 着て、 

いかにも しなやかな 姿で 西 を さして 徐 かに 行き過ぎ ま 

した。 

こくしょく 

喬生は 月の ひかりで 窺う と、 女 はまこと に 国 色と 

もい うべき 美人で あるので、 我に も あらず 浮かれ 出し 



ふ あざな れいけい しゅくほう 

「わたくしの 姓 は符、 字は麗 卿、 名 は 淑芳と 申し ま 

1+ ^うか ュ ，-p 

した。 かって 奉 化 州の 判 を 勤めて 居りました 者の 娘で 

ございま すが、 父 は 先年 この 世 を 去りまして、 家 も 次 

第に 衰え、 ほかに 兄弟 もな く、 親戚 もす くないので、 

きん れん げっこ 

この 金 蓮と ただ ふたりで 月 湖の 西に 仮住居 をいた して 

居ります」 

今夜 は 泊まって ゆけ と 勧める と、 女 は それ を も 拒ま 

ないで、 遂に その 一夜 を喬 生の 家に 明かす ことにな り 

ました。 それらの 事 は 委しく 申し上げません。 原文に 

きわ 

は 「甚だ 歓愛を 極む」 と 書いて ございます。 夜の あけ 

る 頃、 女 はいつ たん 別れて 去り ましたが、 日が 暮れる 



を 通りかか ると、 寺の 門前に はかの 金 蓮が 立って いま 

した。 

「お 嬢 さまが 久しく 待って おいでになります。 あなた 

もずい ぶ ん 薄情な かたで ございま すね」 

、- 'やおう 

否応い わさずに 彼 を 寺 中へ 引き入れて、 西廊の 薄暗 

い 一 室へ 連れ込む と、 そこに は麗 卿が 待ち受け ていて、 

これ も 男の 無情 を 責めました。 

ち と 

「あなたと わたくし は 素からの 知合いと いうので はな 

く、 途中で ふと 行き 逢った ばかりで すが、 あなたの 厚 

い 心に 感じて、 遂に わたくしの 身 を 許して、 毎晚 かか 

さずに 通いつ め、 出来る かぎりの 真実 を竭 して 居り ま 



知らぬ こと は あるまい。 早く ここへ 駆り 出して 来い」 

かれら は 承 わって 立ち去り ましたが、 やがて 喬 生と 

麗卿 と金 蓮の 三人に 手枷 首枷 を かけて 引つ 立てて 来て、 

むち しもと 

さらに 道 人の 指図に したがい、 鞭 ゃ笞で さんざんに 

打ちつ づけた ので、 三人 は惣 身に 血 をな がして 苦しみ 

叫びました。 

その 呵責が 終った 後に、 道 人 は 三人に 筆と 紙と を あ 

こ 1 つきよう 

たえて、 服罪の 口供 を 書かせ、 さらに 大きな 筆 をと つ 

てみずから その 判決文 を 書きました。 

その 文章 は 長いので、 ここに 略します が、 要するに 

かれら 三人 は 世 を 惑わし、 民 を 誣い、 条 にたが い、 法 



を 犯した 罪に よって、 かの 牡丹 燈を 焚き 捨てて、 かれ 

らを 九泉の 獄屋へ 送る というの でありました。 

き ゆ うき ゆうによ リっリ よう 

急々 如 律令 (悪魔払いの 呪文)、 もう 寸刻の 容赦 

はありません。 この 判決 をう けた 三人 は、 今 さら 嘆き 

悲しみながら、 進まぬ 足 を 追い立てられて、 泣く 泣く 

も 地獄へ 送られて 行きました。 それ を 見送って、 道 人 

はすぐ に 山へ 帰つ てし まいました。 

あくる 日、 大勢が その 礼 を 述べる ために 再び 登山す 

ると、 ただ 草庵が 残って いるば かりで、 道 人の 姿 はも 

う 見えませんでした。 さらに 玄妙 観 をたず ねて、 その 

ゆくえ を 問いた だそうと すると、 魏 法師 はいつ か啞に 
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